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研究成果の概要（和文）：本研究は、レビー小体型認知症に伴う幻視弁別法の開発を行った。レビー小体型認知
症は、幻視などの視覚的誤認を引き起こす一種の認知症であり、これらの症状を管理し、理解を深めるための手
段が求められていた。視線計測器とカメラを用いて、現実環境における人物視状態の差異を推定した。次に、深
層学習を活用して人物認識を行い、人物注視時を検出する手法を確立。これらの技術を統合し、実験環境で99.2
％の高検出確率を達成する幻視弁別補助法を開発。これにより、認知症ケアにおける新たな進歩が達成された。

研究成果の概要（英文）：This study developed a method to discriminate hallucinations associated with
 dementia with Lewy bodies. Dementia with Lewy bodies is a type of dementia that triggers visual 
hallucinations, and a strategy to manage and enhance the understanding of these symptoms was 
pursued. Differences in visual perceptions in a real-world environment were estimated using an 
eye-tracking device and a camera. Next, we established a method to detect when a hallucination 
occurs, utilizing deep learning for person recognition. By integrating these techniques, we 
developed a method to assist in discriminating hallucinations, achieving a high detection rate of 
99.2% in the real environment. 

研究分野： 医療福祉工学、知的システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、レビー小体型認知症の幻視を判断する方法として人物視注視システムを開発した。深層学習を利用し
た人物認識を行い、人が人物を見つめているかどうかを検出する方法を確立した。これらの技術を統合すること
で、幻視の判断を補助する方法を開発し、その有効性を実証した。次に、視線計測装置とカメラを用いて、実環
境での視覚状況の推定を行った。この研究成果は、認知症の理解を深めるとともに、認知症患者とその家族・介
護者の負担を軽減し、生活の質を改善する可能性を持っている。また、高齢化社会の進展とともに増加が予想さ
れる認知症患者の対策として期待されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の超高齢社会の進行に伴い、認知症の高齢者も急増している。これは大きな医療・社会問題
であり、認知症を発症する疾患の中でも、レビー小体型認知症は特に重要である。この疾患の患
者は、幻視という幻覚の一種を経験し、実際には存在しないものがリアルに見えるため、自己の
幻視を認識できず、これがリハビリ生活中の生活の質(QOL)を低下させる要因となる。それゆえ、
患者のリハビリ生活中の QOL 改善を目指し、幻視と実環境を区別する方法を見つけ、視線計測
装置・カメラ、ヘッドマウントディスプレイ、PC 等の各種センサと情報処理を用いて、幻視を
認識する補助方法の開発とその検証を行うこととする。 
 
 
２．研究の目的 
レビー小体型認知症(DLB)患者のリハビリ生活の QOL 向上のためには、幻視対策が不可欠であ
る。幻視は DLB の初期からの特徴的症状で、患者は自身の幻視を認識できない。薬物療法等で
病状の進行を遅らせても、幻視と共に生活を送る必要がある。QOL の低下要因には(A1)ネガテ
ィブ感情、(A2)コミュニケーションの断絶、(A3)一層の認知機能の低下などがある。一方、申請
者はこれまでの研究を通じて、障害者の日常生活補助に効果的な画像弁別補助法の知見を得て
おり、これを DLB 患者のリハビリ生活補助に応用することで(A1)(A2)(A3)の問題を解決できる
のではないかと考えている。本研究の目的は、レビー小体型認知症患者に適した画像弁別補助法
を見つけ出し、被験者の視覚情報ログを取得し、幻視弁別補助法の提案と実験検証を行うことで
ある。このために、研究協力者と共に視覚センサを用いた幻視認識補助法の開発と、実験協力者
と共にその検証を行う。 
 
３．研究の方法 
本申請で明らかにする内容と方法は次の(1)-(3)である。 
 
(1) 現実環境と、幻視による視覚の推定 

視覚生体情報を用いた解析により、現実環境と幻視による視覚の推定を行い、問題解決の
手掛かりを得る。幻視は動きを伴う特徴があり、視線移動を計測することで幻視を確認で
きる。これを活用して、視線計測センサを利用し視線の生体情報ログを取得し、視線の測
定・分析を行う。同時に、カメラで取得した動画像に対して画像解析を行い、移動物体の抽
出を行う。そして、視線計測センサで取得した生体情報ログと動画像中の移動物体情報を
統合し、幻視発生状況の抽出を行う。 

 
(2) 実験環境下での幻視の適切な弁別補助法見いだす 

患者の視覚のうち幻視部分を弁別し、適切に幻視情報を提示することで、患者の不安感を
取り除き、リハビリ生活中の QOL 向上を図る。そのため、画像弁別補助法を適用し、幻視
情報の提示方法を明らかにする。具体的には、ノート型 PC に視線計測装置を取り付け、被
験者の視線を計測することで、幻視部分を検出する。これをもとに適切な幻視情報の提示
法を見つけ出し、効果的な幻視弁別補助を提供する。 

 
(3) リハビリ環境下での効果的な幻視弁別補助法を見いだす 

リハビリ環境下では、ノート型 PC を用いた幻視情報の提示は現実的ではない。そのため、
ウェアラブル型の視線計測装置とヘッドマウントディスプレイ（HMD）、小型 PC を用いて、
センサと画像情報の統合処理を行うことで、効果的な幻視弁別補助法を確立し、実験検証
を行う。 

 
４．研究成果 
本申請で明らかにされた内容と方法は次の(1)-(3)である。 
 
(1) 現実環境と、幻視による視覚の推定 

文献調査と機器の基本的な検討実験を行い、通常時と幻視発生状況の視線の動きを調査し、
視線計測器による視線計測の測定分析を行った。また、人間の額部に視線と平行に取り付
けたカメラを用いて動画像から人物の抽出方法を検討した。 

 
(2) 実験環境下での幻視の適切な弁別補助法 

顔部に取り付けたカメラ画像からの人物認識と視線計測器による視線情報を組み合わせる
ことで、幻視発生時の問題を警告する方法を検討した。具体的には、深層学習を利用した物
体検出アルゴリズム（YOLO V3）を使用してカメラ画像から人物を認識し、視線計測器を用
いて視線情報との整合性を取ることで、現実環境と幻視の弁別補助法を開発した。 

 



(3) リハビリ環境下での効果的な幻視弁別補助法 
弁別補助法を適用した人物視検出システムを実際の人間に使用し、その動作の検証を行っ
た。これにより、システムの動作条件や、高い検出確率（99.2％）を得て、弁別補助法の有
効性を確認した。また、幻視認識を支援するためのウェアラブル型の装置の設計と製作を
行った。 
 

以上の結果、研究は成功裏に終わり、提案した方法が実際の環境で効果的であることが確認され
た。これにより、レビー小体型認知症患者のリハビリ生活の QOL 向上に大いに寄与すると考えら
れる。 
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